
令和 8年度入学試験　学力試験（一般）
享栄高等学校

試験開始の指示があるまで、この問題冊子の中を見てはいけません。

試　験　問　題
（数学）

0 1 2 3 4 5

注意事項

１　試験は全問マークシート方式です。解答用紙に、正しく記入・マークされてい
ない場合は、採点できないことがあります。マーク欄を正確にぬりつぶしてく
ださい。

２　問題冊子の印刷不鮮明等があった場合は手を挙げて監督の先生に申し出をして
ください。

３　HBまたはＢの黒鉛筆（シャープペンシルも可）を使用し、ボールペンは使用し
ないでください。

４　訂正する場合は、消しゴムできれいに消してください。

５　解答用紙の氏名欄に氏名を、受験番号欄に受験番号を記入し、受験番号をマー
クしてください。

６　試験終了後、問題用紙・解答用紙は回収します。

　　　記入例　　（例：享栄太郎、受験番号012345番、受験科目　数学）

享栄　太郎 数学



解答の際は、１つの　　　に対して１けたの数字をマークしてください。

例えば　４×６＝　１　　２　であれば、答えは24なので

選択肢のある問題は、選択肢の番号をマークします。

例えば　４×６＝　１　　選択肢　　22 　　23 　　24 　　25 であれば

また、答えは既約分数（それ以上約分できない分数）の形にしてください。

次のページから問題です。

答えが分数となる問題の解答方法も同様です。

例えば　ある事柄の起こる確率　　　　　　　　　の答えが　　　であったとすると

という具合にマークしてください。

という具合にマークしてください。

となります。

【解答方法の注意事項】
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１．次の計算をし，　 ～　 の中から正答を選びなさい。
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２．次の問いに対して，　 ～　 の中から正答を選びなさい。
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容器の中に　　lの液体が入っている。その液体を　　lずつ分けたとき，

   ６ 　lあまる。

赤玉と白玉を箱の中に2：5の割合で入れていく。

箱の中に白玉をちょうど35個入れたとき，箱の中には合計 　７　 個の玉が入っている。

3 ±3 ±9±

2 2

－1± －1±2 1±21±

の平方根は 　８　 である。
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反比例y=　  のグラフ上の点で，x座標とy座標がともに整数となる点は

 　９　 個ある。

において，x=　3 のとき，式の値は 　11　 である。
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2次方程式－x2+2x+1＝0の解は， 　10　 である。
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下図において，(Ⅰ)は半径が2 r，高さが2 rの円柱の容器，(Ⅱ)は半径がrの鉄球である。

(Ⅰ)の容器の内部を鉄より比重の軽い液体で満たし，その後(Ⅱ)の鉄球を(Ⅰ)の容器に入れる

と鉄球は完全に沈んだ。

円周率をπとするとき，(Ⅰ)の容器から溢れ出る液体の体積は 　12　 である。

下図において，斜線部の面積は 　13　 である。

下図において，円Oの円周上に等間隔で10個の点がある。
このとき，　xは 　14　 である。
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4人の生徒が，赤，青，白，黒の色のついた4個の玉のうち1個選び，中身が見えない箱
に入れる。そのあと4人の生徒が，玉を入れた箱の中から玉を1個ずつ取る。
このとき，4人とも最初に選んだ色と異なる色の玉を選ぶ選び方は，全部で 　15　 通り
である。
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下のデータは，ある生徒13人の連続で懸垂ができた回数を表したものである。
四分位範囲は， 　16　 回である。

下図のように1辺が2 cmの正三角形を，ある規則性をもって並べていく。
頂点の個数が101個になったとき，図形の外周の長さは，　17　 cmである。

正三角形の個数
頂点の個数
外周の長さ

1個
3個
6 cm

2個
5個
9 cm

3個
7個
12 cm

11 13 15 20 28
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３．以下の【問題文】に対して，太郎と花子と二郎が会話をしている。
　　【会話文】の空欄 　Ⅰ 　～ 　Ⅲ 　に入るものの組合せとして正しいものを，
　　【選択肢】　 ～　 から選びなさい。ただし，解答欄は 　18　 とする。

【問題文】
右の座標平面上に2点A( 2 , 1 )，B( 4 , 5 )をとる。
さいころを2回投げ，1回目に出た目の数をxとし，
2回目に出た目の数をyとする座標が( x , y )である点をPとする。
このとき，3点A,B,Pを結んでできている図形が三角形になる
場合のうち，△ABPが直角三角形になる確率を求めなさい。

【会話文】
太郎「さいころを2回投げるから，点Pは全部で36個あるね。」
花子「でも，△ABPが三角形にならないような点Pがいくつかありそうだよ。」
二郎「そのような点Pは条件から外れるから，除かないといけないね。」
太郎「△ABPが直角三角形になるには，　PABまたは　PBAが直角であればいいよね。」
二郎「図から，　PABまたは　PBAが直角になる点Pは全部で 　Ⅰ 　個あるのが分かるね。」
花子「　APBが直角になる場合も考えられそうだよ。」
太郎「その条件に合う点Pはどうやって見つけるといいだろう。」
二郎「円周角の定理を利用できないかな。」
太郎「それを利用すると，　APBが直角になる点Pは全部で 　Ⅱ 　個あるね。」
花子「これらの条件から，問題の解答になる確率は 　Ⅲ 　だね。」

【選択肢】

　　Ⅰ：2，　Ⅱ：4，　Ⅲ：

　　Ⅰ：2，　Ⅱ：4，　Ⅲ：
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　　Ⅰ：2，　Ⅱ：6，　Ⅲ：
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　　Ⅰ：4，　Ⅱ：4，　Ⅲ：

　　Ⅰ：4，　Ⅱ：4，　Ⅲ：

　　Ⅰ：4，　Ⅱ：6，　Ⅲ：

　　Ⅰ：4，　Ⅱ：6，　Ⅲ：
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４．右図のように，関数y=ax2(a>0)のグラフ上に2点A，Bがあり，x座標はそれぞれ
　　x＝－1，x＝3である。
　　また，関数y=ax2について，xの値が－1から3まで増加するとき変化の割合は　  である。
　　次の問いに対して，　 ～　 の中から正答を選びなさい。
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aの値は 　19 　である。

直線ABとx軸の交点を点Cとし，y軸との交点を点Dとする。
このとき三角形OCDをy軸を中心に1回転してできる立体の体積は 　20 　である。

問題はここまでです。マークシートは　 20　までです。
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